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金澤馨科大學眼科學教室（主任倉知教授）
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第1章 緒 言

第2章 槍査材料

第3章橡査方｛茸

 第1節 作業距離測定法

 第2節 視力測定法

 第1項 遠距離覗力

 第2項目 近劉巨贈呈力

 第3節 屈折朕萢旨測定法

 第4節 雌性測定法

 第5節 準位測定怯

 第6節 比較幅榛力帯ビ比較調節力測定法

 第7節 其イ也ノ検査

第4章 検査成績

 第1節 作業距離並二近羅iトノ關係

 第2節覗 力

 第1項 蓮距離覗力

   1．離業前ノ遠距離覗力

   2。作業後ノ違距離硯力

  第2項 近距離覗力

   1。作業前ノ近距離覗力

   2．作業後ノ近距離覗力

目

       ト 第3節 屈折三態

  第1項 作業前ノ屈折1伏態

  第2項 作業後ノ屈折賦態

 第4節 近 職

  第工項 作業齪ノ近職：亜二調節力

  第2頂作業後ノ近黙

 第5節 眼 位

  第1項 作業罰ノ眼帯

  第2項 作業後ノ眼イ立

 第6節 比較輻榛力並二比較調節力

  頒1項 封照者ノ此較輻榛力曲二比較調節力

  第2項 工員ノ比鞍幅榛力

   1，作業前二於ケル虚性比較輻軽力並二實性

    比較再開力

   2．作業宙二於ケル虚性部謝實性部ノ比率

   3．作業町田於ケル比較輻榛力

 第4節 全身」瞼査成績

第5章 総括並二考按

第6章 結 論

   丈 献

第1章緒

 工場綴業員＝多獲スルli艮精二丁ノ本態ヲ簡明

銑，之が封策ヲ確立スルコトハ，弊働衛生學上

ヨリスルモ繁要ナ事項二屡スル．然ルニソノ基

本トモナルペキ近代工員ノ眼機能及精密作業ノ

之二及ボス影響二關シテハ，現今伺見ルベキ報

言

三二接シナイ．是余が本研究二着乎シタ所以デ

アツテ，本編二於テハ，鋼球槍査女工員ノ眼機

能歌門並二作業が限機能二如何ナル影響ヲ及ボ

スモノヂアルカニ關シ報告スル。
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第2章削回材料

 栞工場楡査部二於テ，鋼球梅査作業二從事シ居ル，

年齢工5－25歳ノ女工員89名 ＝就テ梅査ス，勤務状況ヲ

略述スレバ，勤務時間ハ午前7時ヨリ午後5時二至ル

10時間デ，ソノ間午ew 9時50分ヨリ10分，正午ヨリ40

分，午後2時50分ヨi） IO分，総計1時闇休息スルモノ

デ，工場ハ検査ノ都含上，太陽光鯨ヲ遮ルタメ外二面

シタ窓浦子ハ全部青ペンキ」デ塗裟サVrタメニ作業

場内ノ全般照明ハ，5「ルクス」程度ノ静粛ナ準暗室デ

アル．カ・ル作業場二於テ，第1圏ノ如キ作業机二向

ヒ，約5GO「ルクス』ノ下ニテ鋼球（直縄ユ／15一一1crn）ヲ」 ﾘ
シ乍ラ，鋼球面ノ割レ及ビ疵ヲ梅査シ，ソノ適不適ヲ

撰刷スル作業ヲ継績シヲルモノデアル．

 愚身照bシテハ，同年齢ノ健康ナ新値嬬1⑪名ヲ選定

シテ，必要ナ測定ヲ行ツタ，

第 1 圖
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第5章検査方法
 佃目2呂宛就業直前及ビ離柔直後二，遠近爾親力，

屈折朕態，近瓢眼位，及ビ比1陵幅榛力，比較調節カ

ヲP！gJ定ス．而シテ作業前ノ成績ヲ以テ工揚林業員ノ眼

機能賦態ヲ，作業後ノ鰹化ヲ以テ作業ノ眼機能二及ボ

ス影響ヲ知ル資料トシタ．

     第1節 作業距離測定法

 作業中ノ被糠者ノ傍二行キ，作業ヲ申止セシメ，ソ

ノマ・ノ位置二頭部ヲ固定シテ，畑氏近勲距離計ノ省

尺印譜リi角膜頂織ヨリ作叢面ヘノ・1哨距離ヲ測定シ

テ，各個ノ作柔距離トシタ，

i  第2節前力測定法
 1．遠距離親力

 申泉氏試視力表照明装置中二牧：メタ，伊藤氏試視力

表ニツキ5mノ塩干ヨリ測定ス．

 2．近距離覗力

 畑氏譜黙計ヲ用ヒ，測定距離ヲ30cmトシ，40⑪「ル

クス」ノ照度下sテ測定ス。

    、第5節 屈折Slk態測定法

 裸i恨視力側遣後，板付レンズ」ヲ用ヒ自量的楡定法

＝ヨリ屈折状態ヲ決定シタ．

     第4節近黙測定法
 作業現場ヨリ約1分デ到喪シ得ル，横5m，縦3m，高

サ4．5mノ輝湘ナ暗室二於テ，「テーブル」ノ上二石原

氏近瓢計ヲ備付ケ，被漁者ノ後方＝ハ「々ツダ」1⑪O「ワ

ット」電球1個月装備シタ「スPtソド」ヲ置キ， rスタン

ド」ト近貼計トノ距離ヲ調節スルコトニヨリ，常＝概

ネ400「ルク7。 ．：ノ照度ヲ以テ，親表面ヲ照明スルヤウニ

シタ．覗表ハ石原氏近日検査表ノ片假名細字覗表ヲ用

ヒ，測定二際シテハ視表中央部ノニ三ノ丈宇ヲ特定

シ，石原教授ノ如ク比較法＝ヨリ7回測定シ，各回ノ

測定値二2mmヲ加ヘタモノヲ近瓢距離トシタ．而シ

テ第1回近黙ヲ初近黙トシ，第7回近貼ヲ終近貼トシ

初終近織ノ差lcm以上ノモノヲ近融二憂化アルモノ

トシタ．

     第5節同位測定法
 5m及ピ30cmノ距離ニテ測定シ，5mノ三位ハ「マド

ツクス」小考及ビ正切スカラ」ヲ以テシ，30cmノ眼位

ハ石原氏漏電斜税計ヲ使用シタ．

     第6節 比較幅模力及比較

        調節力測定法

 萩原氏精密融像力計（「ハプロスコープ』）ヲ前記ノ暗

室中二襲置シ，視表面ヲ「？ツダメ⑪G「ワツ5 aee球1個

ヲ装備セル「スタンド』ニヨリ照明シ，梅査時約「400ル

クス」ノ照度ヲ保持…スルヤウニシタ・「ハプロスコープ」

ヲ用ヒル際ニハ萩原氏ノ指摘セルが如グ，覗標交字ノ

大キサ董二捕ノ廻縛速度二注意ミろ遽距離測定ノ際ハ

視表ノ大丈字（石原氏近距離試覗力表ノO・3），近距離測

定ノ際ハ小丈宇（石原氏近距離試覗力表as）ヲ用ヒ，

r ’Tt3 1
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廻田速度ハ初メハ稽た速力・㍉近議事ハ蓮職二近ヅク

配船ヒ徐k二廻轄セシメタ・而yテ被評者ノ「ハプロス

コープ』二封スル馴レ，不馴レハ橡査成績二影響スル

ヲ以テ，本宮験ノ2日前二豫備梅査ヲ實施シ，検査ノ

要領ヲ熟知セシメタ．

 比較輻輪力並二比較調節力表現法ハ，Donders氏，

Nagel氏，？erles氏，初見氏，荻原氏等ニヨツテナサレ

タ如ク，「グラフ3上二曲線トシテ記載スルノガ，爾者ノ

三章ヲー目瞭然タラシメルニヨリ，余モ初見氏法二從

ヒ，「グラフ」ノ玉座線上轟調節度ヲ「ヂォプトリー」ニ

ヨリ，横座線上二被槍者ノ瞳孔距離ニヨツテ計算シタ

輻輪角度ヲ米突角二wり記載シタ，而・yテ比較輻韓語

並二比較調節力ノ至貌ヲ数屋的二表現スルー法トシ

テ，陰山，「プラ細引トリーsヲ懸用シタ．郎チ比較調

節，輻軽力曲線二於テ， ドソデルス氏輻怖面eヨッ

テ境セラレタ右方部分ハ，實性比較輻糠力或ハ廉性比

較調節力総和デア恥左方部分ハ虚性比較輻頓力或ハ

實性比較調節力ノ総和デァルヵラ，第2圖ノ如キ大キ

サノ方眼紙上二曲綜ヲ描イテ，夫kノ實性部並二虚性

部ノ面積ヲ，「プラニメトリー」ニテ測定シ，ソノ数値

ニヨリ簡明二比較調節，輻軽力ノ全貌ヲ知ラシメン

トシタt
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    第7節 其他ノ検査
其他眼疾，全身病ノ有無ヲ橡査シ，特二細身梅査ハ當
     e

病院内科＝依頼シ，眼精疲勢ノ原因トナルヤウナ全身

病ノ有無二留意シタ，

第4章検査成績

   第1節作業距離並出血鮎トノ素話

 ソノ測定成績山臥5表一＝示ス通りデ，最小

8．Ocm，最：大25．Ocmデアル．而シテ作業距離ト

近鮎トノ關係ヲ57名山就テ槻察七ルニ，作業距

離ノ近窯ヨリ近イモノハ，11名デ大多歎ハ近窯

ヨリ遠イ，併シ最モ遠イモノデモ25．Ocmヂ，

全員が所謂護書距離3⑪．OCmヨリ近イ距離乱テ

作業ヲ縫絨シヲリ，特二自己ノ潮齢附近（ソノ

差しOcm内外ノモノ）二於テ，作業ヲ行ツテヲ

ルモノ19名デ最モ多イ。

［ 74 ］
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第5表  近慰と作業距離との關係
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     第2節視   力

    1第1項遽距離視力
 1．作業前ノ遠距離眼力

 第1表；示ス通りデアル．LO以上～視力ヲ

有スルモノハ143“臥80．3斗％），0．9以下ノ視力ヲ

有スルモノハ35眼（1％696），爾限1．0以上ノ馬力

ヲ有スルモノハ63名（7640％），右眼LO以上左眼

0・9以下ノモノハ3名（3．3796），左限1．0以上右眼

O・9以下ノモノハ4名（4．49％），爾眼09以下ノモ

ノハ14名（15・73％〉デアル．

 2．作業後ノ遽距離視力

 不墾ナモノハ125眼（70．22 ±3 ．42％〉，減退ス

ルモノ45眼（25．28±3．25％），増進スルモノ8眼

（450±1．55％）デアル．併シ増進スルモノハ

aP ・・ 1，55／3倍ヨリ小トナルノデ誤差ノ範園内

ニアル．二二差ノ二言分布表ハ第2表ノ通りデ

アル．

     第2項近距離覗力
 1．作業前ノ近距離麗ヵ

 第3表ノ通りデアル．1．0以上ノ覗力ヲ有スル

モノハ16】限（90．・15％），0．9以下ノ親力ヲ有スル

モノハ17眼（9．55％），爾限L⑪以上ノモノハ76名

（ 75 ）
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第；1表  遠距離視力
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1

2

2

5

6

20

36

16

隆

一．

dia㌧一。            一一 一   軍」曲鱈曲、

5名（5．62％），一町0．9以下ノモ〃・4名（4A9

％）ヂアル。

 2，作業後ノ近距離謬錯

 不墾ナモノ133眼（74．72士3。25％），減退スルモ

ノ43眼¢4．16士320％），増進ス？vモノ2K艮（1・12

±O．78％）ヂアル．併ゴ増進スルモノハσp＝O．78

／3倍ヨリ小トナルノデ誤差ノ範囲内ニアル．

田力差ノ度激分布弐ハ第斗表ノ通りデアル．

sg 1

創「，桝＿ 佃

第2表作業ニヨルi遠踵離視力ノ攣動

 ㌔・ A度 轍 、 、、＼

    素謡階勲＼
1

2

3

4

5

6

7

計

減退セルモノ

  J2

  22
t  9

  1

工

   45
1（25．28±3．25gio）

     一s
増進セルモノ

  4
  2
  1

1

  8
（4－5±1・550／e）

第3表近距離三十
’左

 ヒ右＼
O．6

 ヨ⑪．7ヨOI，8

 i

 1 ．ii
O．9 1．e・ 1．2 1．5

    ii ！

 21 21 i
・国・81・・1

 1／， 1 a 9： 26 1 3

 i－ri一一 i
    ll

計

 z

ll gi

 第三表

    う ほコ ロロロロ     

1＼騨腿セルモ・
攣三階鉱＼訓

iO．8

0．9

1．0

1．2

1．5

計

1

1

ユ「
IIMn撃窒U’ Er461S’7 i

iL．1

  ヒ

3 89

（85．39％），右眼1．0以上左眼O．9以下ノモノハ斗

名（4．49％），左眼1．0以上右限0・9以下ノモノハ

s ユ

2

3

4

作業ニヨル近距離説力ノ攣動

Ulr．． m
誕

計

16

25

z

I

43

塘進セルモノ

1

1

T－

P 一’ S－煤f

@’ ?2．
k24・1s±32・％）1（…2士・・78％）

    第3節屈折状態
    第1項 作業船ノ屈折欺態

 正覗限ハ97眼（5450％），0・5Dノ近視限ハ研眼

（35．96％），亘．ODノ近七三ハ13nre（7・3e％〉，1・5Dノ

近示巨眼ハ2眼（L12％），0．5Dノ遠覗限ハ2眼（1・1

2％）デアルガ，05Dノ遠近覗ヲ）’1三親ト見微スト

［ 76 ］



鋼球梅査工員ノ眼機能並作業ノコレニ及爺ス影響 T

キハ1E覗眼163眼（9158％）トナル．

    第2項作業後ノ屈折歌態

 不攣ナモノハ136眼（76．4⑪±3．18％），屈折力ノ

増彊スルモノハ42眼（23、60士3。18％）ヂァ」レ。而

シテ増強度ハ05Dガ：最多歎デ38眼，’他ハ0．25D，

1．⑪Dノ各々2眼デアル，

     第4節近   黙
   第1項作業前ノ近黙並二調節力

 7回計測＝ヨリ，調節衰弱ナシト認メラレル

モノハ56名（62．92士5．12％）’，調節衰1弱アリト認

メラレルモノハ36名（37．e8±5．12％）デアリ，ソ

ノ近黙遠隔度一骨：小1．1cm，最：大1⑪．6cmデアル．

調節力及石原氏曲線昌ヨル健常調節力トノ比較

ハ第6表ノ通りヂ，年齢二相當スル調節力ヲ有

スルモノハ26名（29・21＄4・82％：），年齢二相當ス

ル調節力ヨリ大ナルモノハ22名（24・72±458

％），年齢二相當スル調節力ヨリ小ナルモノハ41

名（46．07±5．28％）デアル．而シテ前二者ヲ調節

力健i常ナモノトスルトキハ48名（53．93±5，28％）

トナリ，調節力小ナルモノヨリ多イヤウ昌見エ

ルガ，統計學上ソノ差7・86・・3Vσ2 P・＋a2．P，ヨリ

小トナリ有意デハナイ。

第6表  工員ノ調節力及健常調節力（石原氏）トノ比較

韓年齢

1

2
3！
E［

s1
6

劃
lj ll

IO， l

IZ．i

16

工8

17

19

15

19

16

16

15

18

ユ8’

16

15
ユ引・・

  ユ5  25
161 18

17 1ユ6

18 119
 ；19 i18
  ト

20  17

21  16

22  16

23118
24 ［18

25  17

26  18

27  17

28  19

29 、19

調節力
（1））

9．4

8．8

8．8

8．7

工0．0

10．8

10．9

8．3

7．6

9．7

10．3

5．6

15．6

7．8

10．9

6．6

10．1

8．4

工0．4

7．8

9．3

8．0

7．6

9．O

le．7

7．6

6．4

7．3

ユ。．4

石原氏曲線1
ヨリノ調節
力（D）

ユ0－8．5

10－8，5

ユO－8．5

10－8．5

10．0

10－8．5

1e－8．5

1Q－8．5

10．0

10－8．S

10－8．5

10－8．5

1e．o

 ＆5

 7．5

10－8．5

1e－s．s

le－8．5

1O－8．5

10－8．5

10一一8．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

麗者融

0
0
0
0
0
＠

＠

A
A
o
＠

A
＠

A
＠

A
o
o
o
A
o
A
A
o
＠

A
A
ti

1．．Eo：一s・s－tl－s2．J一．i

被梅者

番競
30

31

32

33

34

35

36

37

38
：一9

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

年齢 噸力寄留魏司
L璽L「亙（旦L控

ユ9

器

1劉

igi

18

11－

i2 li

訓

53

劉
翌

銘

：g

：g

捻

9．3

7．8

6．1

7．6

11．5

59
13．4

11．7

3．8

7．0

10．4

1e．3

8．8

7．9

7．8

7．5

6．2

6．4

8．5

9．0

8．5

6．3

5．9

9．5

4．2

8．3

6．0

5．4

5．3

10－8．5

8．5－7．5

 8．5

10一一8．5

10－8．5

8．5－7．5

10－8．5

10－8．5

10－8．5

8．5－7．5

 8．5
8．5一一7．5

10－8．5

10－8．5

8．5一一7．5

10－8．5

 r 8．5

8．5－7．5

 8．5
8．5－7．5

10－8．5

 7．5

 8．5

8．5－7．5

 7．5

 8．5
8．5一一7．5

10－8．5

1e－8．5

較’

o
o
A
A
＠

A
＠

＠

A
A
＠

＠

o
A
o
A
A
A
o
＠

o
A
A
＠

A
o
A
A
A
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被梅干

番號
59i

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

7“0

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

年齢

17

19

22’

21

興野驚醜1CD）

8．1

12．2 ．

6」

82
9．琶

7．4

9．9

6．2

7．2

7．5

7．8

7．8

Z8
7．e

12．2

i6．5

7．6

5． ，K

12．5

7・ ．5

1e．o

c）2

7．e

7．3

8．0

8．3

7．5

9．8

1ユ．5

8，0

5．4

力（D）

，g i

10－8．5

10一＆5

8．5－7．5

8．5－7．5

10－8．5

 8．5

 8．5

10－8．5

1e－8．5

 8．5

 8．5

10－8．5

1e－8．5

10－s．ro

8．5－7．5

8．5－7．5

 8．5
8．F，一7・ ． F．i

 8．5

8．5－7．5

8．．Fi－7．5

8．5－7．5

1e－8． ．r

8，5一一7．5

8．5－7．5

8．5－7．」r

8．5一一7．5

第7表作業ノ近鐵昌及ボス影響

比 較

20

2e

17

18

20

20

17

19

17

23

22

20

21

20

21

23

21

19

24

23

2．1

24

19

ユ7

25

18

    T

10－8．5 1 O

le－8．5 i C｛｝）

 7．s lo

10－8．5 1 A

A
＠

A
O
o
A
（o）

A
A
A
A
A
A
A
＠

A
A
A
＠

o
＠

＠

A
o
o
o
o

年齢相當ノ調節力

年齢二二ノ調節力ヨリ大ナルモノ

年齢桐嵩ノ調節力ヨリ小ナルモノ

に

逮、
一』一一 一 @一一   1

 0・レLO l
 1．0－2．0 

2

 2．O－3．0

 3。O－4．0

 4．O－5．0

 5．o－6．⑪

 6，0－7．0

遠隔…モ・1近接 モ・

u．N．1 ＝    t

計

22

ユ3

6

6

5

2

3

57

17

3

3

1

0

1

Q

25

瞳

（註）0印

  ◎印
  △印

     第2項作業後ノ近黙

不攣ナモノハ7名（7S7±2．85％），遠隔スルモ

ノハ57名（64．04±5．08％），近接スルモノハ25名

（28．09士4、76％）ヂ，ソノ三眠距離差ノ度数分布

表ハ第7表二一ス．而シテ作業後初経近黙ノ差

しOcm以内ノモノハ52名（58．43±5。22％），1．Ocm

以上ノモノハ37名（41．57土522％）デアルガ，爾

者ノ差16・86ハ3γσ・P、士σ『百iヨリ小トナルノ

デ統計學上有意ヂハナイ．

1百分野

     第5節 眼    位

     第1項 作業前ノ眼位

 限位ノ頻度ハ第8表，第9表ノ如クヂ，5m ＝

於テ冠位ハ3聾唖（38．21％），内斜位ハ11眼（12・36

％），外斜位ハ44眼（49．43％）ヂ，外斜位最：モ多イ

ガ，1。以下ノ内外斜位ヲ正編ノ中二含ムモノト

ズルトキハ70眼（78．65％）トナリ正位が最モ多

イトイフコトニナル．

 30crn＝於ケル眼窩ハ年玉が右限9眼（10・11

％），左眼10眼（11．24％），内斜位が左右トモ6眼

（6．7斗％），外剥位ガ；右眼74H艮（83・15P6），左眼73眼

（82．02％）ヂ，外斜位が最：モ多イガ，安井氏ノ

云ヘルが如ク30Ci’n二於ケル3。以下ノ外斜位及

2。以下ノ内皇位ヲ生理的斜位ト見倣ス場合ハ，

30Ctn ；於ケル正位ハ右眼66眼（74．15％），左眼67

眼（7528％）トナーJ，正位が最：モ多ク，5m＝於

’ケルIE位ノ二度ユ略々近イ．叉5mノ眼位ト30cm

ノ五位ノ關係ハ，第10表ノ如クデ30cm＝於テ

5m ＝＝於ケルヨリ外斜度弧キモノ（表中2，5，8，

9，11）大多数デ87．64％トナル．以上ノ成績ハ

初見氏ノ電話交換手＝於ケル威績；略肉一致ス

ルモノデァル．

    第2項作業後二一ケル三位

 5m二日ケル限位不攣ナモノハ53眼（59・55±

5．20％），外斜度ノ増加（内斜度ノ減ズルモノヲ

含ム）スルモノハ26眼（2921±斗・81％），外斜度ノ

減少（内斜度ノ増スモノヲ含ム）スルモノハ10眼

｛1L2斗±3．34％）デ，外斜度ノ増加スルモノト減

64・・4±5・・8128・。9士4・76i
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＼門内斜位 正位 外  位
左1 nC 17・・［ 6・・15・・即3』2・。・・・・…1 2・。3丁丁5・・i 6・。7・・

一「万一一』u一一一  『一一一一一一
内6．0    1

  5．0

糾4．0
  3．0

位董：9    ili g
     l                                                    l
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1馴・  1 ・ 34
 11．O   I      263    1

外ll：1 一 ．113 i
l！■⊥⊥一∴ご
「「洗い罫…10…漏1
            第9表 30糎ノ眼位

簑8一表 5米ノ旨旨．一tp一

   計

：

  （、2翻

 6

34 ll （3s．3241e／，）

2：

 5
    44 2  （49．430／e）

 21
  ，

，一@1
・×89

89 ．

N
＼右

旨左1度
  iT6

内6．0
  5．0

斜4．0
  3．0

位2．0
  1．O

程。
  I  LO

外2．0

 13．0

瓢4．0
  5．o

位6・0
  7．O

 計

  内

一Z二？ 6・o一『二1『＿｝＿

ii lli
   l l i

 1

    6（6辱74％）

瓢  位
i 4－O［ 3－Oi 2・O， 1・e

ii’

2i 2

一ト
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正 位
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9

9

埜

璽

酵1

1．0

1
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2
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1
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3
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3．el 4．e
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7

 1

1

 9

5．01 6．Oi 7．0

1－
一
 i

E
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1
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〈ie．2io／．一〉1
74（83．15e／o） 一一
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 ト
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 H    le
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，” lg
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計

 6
〈6・74e／e）

 10
（11・24ero）

 73
（s2．020／o）

［ 79 ）



80 坂 井

少スルモノ）差17・97ハ3γ〆σ2P1十♂P2ヨリ大

ナルヲ以テ有意デアル．3く30cm a於ケル嘉島

不攣ナモノハ46眼（51．69±5．29％），外斜度壇加

スルモノハ34眼（38・20±5．15％），外斜度減少ス

ルモノハ9眼（10・11±3．19％）デ，増加スルモノト

減少スルモノトノ差28・09ハ3γσ2Pエ十〇2 Plヨリ

大ナルヲ以テ有意デアル．

第10表 5米ノ眼位ト30糎ノ眼華ノ關係

眼    位 右 左 計
●

一
一 －T   一

一1 5m．正30cm．正 3 4 7（3．93％）

2 5m・正30cm．外 28 26 54（30・34％）

3 5m．正30cm．内 3 4 7（3・93％）

4 5m・外30cm．正 o 0 0

5 5皿・内30cn・・正 6 6 12〔6・74％）

6
5m，30cm斜位（外）斜位度（外）等シキモノ

2 2 堤（225％1
7 5m．内く30cm．内     r望 2 2 4（2・25％）

8 5m・内＞3⑪cm・内 1 1 2（L12％）
9  

5m．外く30c皿．外 42 42 84（47．19％）

101 ⑪ 0 o

111 5m．内30cm．外 2 2 4（225％）［・

12 0 0 0

屈   ｝調｝属                 c－u…一租一 ww  滑   ■PtS

  第6節 比較輻藪i力二二比較二丁力

   第1項 封照者ノ比較輻軽力

      鷲鼻比較調節力

 前述ノ貢rrク， 余ノ、墾寸∫照トシテ15－25歳ノ・健学諄L

ナ看護婦10名ヲ選ビ，二二就テ比較輻較i調節力

ヲ測定シタ。ソノ比較輻穫調節力曲線ハ第3圓

ノ如クニシテ，ソノ結果ヲ余ノ面積測定法ニヨ

リ表ハセバ，實性比較輻軽i部13・8cm2，虚性比較

輻稜部5，3cm2，全面積19．1cm2トナリ，ソノ虚

性部野實虫部ノ比率ハ1：2．6トナル。周知ノ如

ク實性比車輻稜部ハ虚性比較調節部二，叉虚性

比較輻善部ハ目性比較調節部ニー致スルガ，本

論文二於テハソノ面積＝Fツキ論ズルコ1・ガ多イ

ノデ，混欝Lヲ避ケル意味モアリ，叉第2編ヂ述

べル理由＝モ依り，主トシテ’比較輻藤二就テ論

旨ヲ進メルガ，之ハ比較調節ヲ無硯シテヰルノ

デハナイ．

    第2項工員ノ比較幅稜力

 1．作業前二於ケル虚性比較輻二三並昌實性

   比較幅竣力

 87二二就テ測定シタ比較輻艇力曲線及ビソノ

曲線内面積ノ度数分布表ハ，第4圖並二第11表

ノ通りデ，之ヨリ見ルトキハ，虚性部ノ平均値

6．81±（L35cm呈，撒布度3．29＝シテ，之ヲ前蓮ジ

タ封二者ノ5．3±O．09cm2ト上ヒ較スルトキハ，

M1－M2＞3ジmノ十m22ノ關係が成立シ，工員ノ

虚性比較門門力ハ樹照者ヨリ大デアルト言ヒ糧

第3圏 看護婦10名ノ李均曲線李均年齢18歳
       午均瞳孔距離61・Omm

                   ゆ 
                     のロもるな

掻難濃絵iii
  擁鐸1二纏鑑二禦：1ゴ2鵬‡1：搾翻

ll‡‡こ1二1‡1二‡二1：1－t’ww二1‡li li：1

難灘講聡灘ii ill
‡‡1‡1灘縦二輯二1＝1二rll林鐸：；‡1懇

糞購難熱熱響撚
度τπΨすt’寸す1－r＋tNrε

 32匡oli345‘7 3，1・9        6e．c

      3．4

t 80 ）i
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第4圖 鋸球槍i査女工員87名ノ三三曲線牟均年齢ユ8・5歳
   互詳均町・ずし趾Fi離  61魑Omln

                ． 調節
    ア ハ  オへい ユ ギ    1 7 1 1 1 1 才 ｛ 1 学 皇 7 ＝ 1 言 置 ， ＝ 1
   ▼nym‘’†』†’一＋’一†…トす畦言t・一f一一t－r十十・・十・・≧・十・・f・、・・
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ル．而シテtt’・t半値ヨリフヒナルモノハ58名（66．67

土．159％）デ，小ナルモノハ29名（33。33±159％）

デアル．實丁丁ノ雫均植ハ7．03±；O．41αn2，撒布

度3，85デ， 到昌，照、者ノ  13．8＝ヒ0．⑪6cm？ 1、上ヒ較スノv

トキハ僅カニ小サイ，而シテ87名ノ申，封三値ヨ

リ大ナルモノ一門ヵ二3名（3．45±1．95％）一過

ギズ．3aヨリ小トナル關係．L誤差ノ範園内ゴア

ルモノト認メラルベク，工員ノ實性比較輻藤力

ハ全員＝於テ剴照者ヨリ小デアリ，注ロスベキ

事實デアル，全面積ノ弔均値ハ3．92±O．54cm2，

撒布度5．04デ，封照者ノ19．1±0．17cm2ト比較ス
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上有意ヂアル。而シテi封冠者ヨリ大ナルモノハ
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±3．56％）デァル．
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2．作業前二才ケル虚周部樹實性部ノ比峯   ル．帥チ大ナルモノ75名｛86．20±3．69％），小ナル

ソノ成績ハ第12表ノ通りデ，1：0．1ヨリ1：7．6  モノ1⑪名（11．49±3．41％）同比率ノモノ2名（2．2

ノ間二介在スルガ，写照ノ雫均値1：2．61・比較  9±1．⑪6％）ヂアル．

スルトキハ，工1員ノ馬歯ハ大多tw ・於テ大ヂア   3．作業後置於ケル比較輻軸力

第12衷  比較輻穫力虚性部劃實性部ノ比峯
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作業後虚性部が増加シタモノノ｝37名（42・53±  虚性部が増力llシテ實性部が減少シタモノガ33名

5．30％），減少シタモノハ50名｛57・47±5。30％），  （37．93士5．20％）；’単性部が減少シテ實性部が増

實側部が増加シタモノハ19fi （21．84±4・42％），  加シタモノガ15名（17．24±4．04％），虚性部實性

減少シタモノハ67名（77・01±451％），不攣ナモ  部共二増加シタモノが斗名（4．60士2，24％），虚性

ノハ1名（L15±L！4％）デアノレ．而シテ幌糠部  慨嘆海部共二減少シタモノガ35名（40．23±5．25

養實性部ノ關係が如何二憂化スルカヲ見ル＝，  ％）デアル．（第13表）
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第5章紬括並二考按

 以上ノ槍査成績ヨリ作業前ノ眼機能1伏態ヲ工

員ノ眼機能歌態トシテ考按シテ見ルS，

 1＞作業距離ハ30Cm以内ヂ，自己ノ近黒占附

近二極テ作業ヲ縫績シヲルモノ大多激職シテ，

近業＝必要ナ暇機能ヲ最大限二爽揮シテヰルモ

ノト考ヘラレルが故＝，輩近業ト見倣Xコトが

出來ル．而シテ作業距離が凡眼近黙距離ヨリ近

イモノ11名存在スルモ，爾期近勲トノ關係ヨリ

見ルトキ，作業距離が爾眼福慰ヨリ近イモノ

ハ，無力2名デ測定誤差ノ範国内ト見ラルベ

ク，他ハ魚眼覗ノ際，Duane氏ノ云ヘルが如ク

輻藤ニョリ調節が理想セラレ，作業ノ目的ヲ達

シヲルモノト考ヘラレル．併シ下等11名ノモノ

総テニ調節衰弱ヲ認メルコトハ興味アル事實ニ

シテ，近業目的達成ノクメノ輻軽ヨPノ刺戟

ガ，戸外二比シ不充分ナ調飾機能二劃シテ過度

二言クコト＝因ルモノヂハナイカト考ヘラレ

ノレ．

 2＞高力ハ遠近共二健常親力ヲ有スルモノ大

多数ニシテ，外力0．9以下ノモノ35眼存スルモ，

総テ屈折異常二因ルモノニシテ矯正スレバ健常

覗力ヲ得ルモノデアル，

 3）屈折艶態ハ昏昏眼僅カニ1．12％ニシテ，

軽軽II艮ハ54．5％，近職事ハ軒．38％ヂアル．併シ

近覗眼ノ中35、96％ハ健常視力ヲ有スル05D内

外ノモノデ，殆ド正視ト見徹スベキモノデア

ル．從ツテ近覗r促トシテ取扱フベキモノハ1、OD

／7，3％，1．5D／1．i2P6，総計8．42％二過ギ’ナイ．

併シ遠巴里が非常竺少イトイフ事實ヨリ画業年

月ノ経過ト共＝，屈折三態ハ次第＝近覗ノ方向

二傾キツ・アルノデハナイカト考ヘラレル。長

期槻察ニヨルトキハ，興味アル結果ヲ招來スル

モノト考ヘラレル．

 4）調節機能正斜近業ニモ拘ハラズ，調節衰

弱ヲ有スルモノ37．08％デ，全員ノ3分ノ1張

二過ギナt．但シ調節力ヲ石原氏曲線ヨリ算出

シタ健常調節力1・比較スルトキハ，調節不全ノ

モノが相當存：在スルコト＝ナルガ，作業題離ト

ノ關係ハ大黒自己ノ有スル調節力デ賄ヒ得ル歌

態ニアルヤウデアル．

 5）5m二於ケル臥位ハ，転位38・2t％，内斜位

12．36％，外斜位49．43％デ，本邦二心ケル諸家ノ

蕨績，帥チ初見氏ノ正位32．1％，内斜位2e・O％，

外斜位47．8％，太田氏ノ正斜17．33％，内斜位

32．0％，外斜位5e．66％，安井氏ノ正位34％，内斜

位23％，外斜位斗3％ト比較スルトキハ，略々初

見氏ノ成績トー致スル．

 近距離眼平出關シテハ，遠距離眼位ヨリ外斜

傾向が大ヂアルコトハ，諸家ノ成績一致スル所

＝シテ，現今ソノ起因二就テハ種々講論ハアル

ガ，生理的外斜位ノ：存在バー般ノ承認スル所デ

アル。而シテソノ程度ハMaddox氏ハ0。一8。

マデ，Worth北町2。一3。，Sheard氏ハ4－5 Pr・D

デアノtFa7．我が國二於テモ高橋氏ハ5m ＝

於ケ・郷戸へ50Ctrn ；於ケル2．ノ外耳触二相

當スルト述べ，初見氏ハ30cm ＝於ケフレ20・一一3

ノ外斜位二、安井氏ハ3。以下ノ外斜位，2。以

下ノ内斜位二柑當スルト述べテヰル，余ノ直感

成績モ温位ガ10．11％（11．24％），内斜位ガ6・74％

（6．7斗％），外斜位ガ83．15％（82・02％）（註・括弧内

船左限）デアリ，5皿：一於ケルヨリ，外斜度強キ

モノ87．64％ノ多数ヲ算シ，大膿諸家ノ域績昌

一致スルモノデァル．

 斜位度ハ大多数α1。一1．0。内外ノ輕度ノモノ

デ，斜位度ノ強イモノ，帥チ5m二於テ2。以上

ノ外斜位ハ17眼（15眼｝ヂ最大外斜位度ハ4・3。，

4．6。ノ2眼デアル．内斜位モO．1。一1・0。程度ノ

モノ大多数ヂ，25。ノモノ1眼，4・5。ノモノ1

眼ヂアル．3⑪cm＝於テ顎外斜位傾向ヲ示スタ

メ，内内位ハ正時又ハ外斜位トナツテソノ藪ヲ

減ジ，僅カニ左右各庸6眼トナリ，反映昌外斜

位ハソノ敷ヲ増シ，斜位度モ6・1。一7・0。二達ス

ルモノ左右各々8眼ヂアル．要スル＝工員ノ眼

位ト腓モー般人ノ眼位ト大差ナク，距離：ヨル

町回モ亦等シ3．

 6）調節ト輻韓ノ關係．吾人が近業ヲ螢ム際

［ 85 ）



e86 坂 井

            ’
＝，輩一眼覗スルトイフコトハ，ソノ作業ヲ完

全；雲行スル上二最モ必要不可妖ノモノヂア

リ，カ・ル目的ヲ達シ得ルノハ比較調節並二比

較輻韓機能ガアルカラヂアル．ゾレ故該機能が

好一週態二存スルや否やハ近業ヲ無疲弊ノ中二

績行シ得ルや否やトイフコトニナル．然うバ好

適状態トハ如何ナル歌二三トイフコト＝ナル

ガ，余ノ面積測定法ニヨル一寸照者トシテノ，看

護韓10名二關スル域績及初見氏，萩原氏，須田

氏等ノ健常者曲線ヨリ得タ成績ハ，第1斗表；示

ス通りデ，虚性部ハ斗5－9．3Cm2，實性部ハ10．7

第14表 健常者ノ比較輻斥力

＿＿一一
�x±L観昇一

        
局｛性部  9．3c］n LX 5．1仁n匠聾

實性部i17・伽113・4”
エヒ  率 ｛1；ユ・82 iI＝2畳62

萩e原 著 者

4．5cm！i 5．3cm？

10．7 rr 1 1．0，．8 ，t

1：2．37 1 1：2．6

   d 暫

一一@，1 7・OCm 2，虚性温容實1 i部ノ比率ハ1：1．82乃至

1：2．62ヂアル。今之等；君靴値ヲ健常値トシテ，

工員ノソレト此較スルトキハ工員ノ魔性部ハ李

均6・8icm2，熱性部田翁均7．03cm！，比寧ハ雫均

1：1．4⑪トナリ，虚性比二二韓力，二三比較調節

力唱健常者二比シ大，掛錫七隈輻国力，冷性比

較調節力ハ遊シク小ヂアル．而シテ比卒ハ健常

1者ヨリ大ナルモノ8620％，小ナルモ．11L49％

デ，比率歌才ノ悪イモノガ：大多数ヲ上作テヰル．

 更二工員二於ケル比較輻韓力ト比牽ノ關係ヲ

見ル＝T，第15表ノ如ク分類スルコbガ出來，工

第15表 工員ノ比較曲線内面積ト

  實・虚爾部比率トノ闘翁

面績・比率．健常値ト同三

面績大，比率1司値

面穫小，比率同瞳

面積大，五郎小

面豪雨，比傘小

面二大，比率大

面穫小，比箪大

度激

e

o

2

2

10

10

63

［ s7

a／o

o

o

2．30

2．3e

11．49

11．49

72．41

99．99
1

員ノ大多藪が健常者ヨリ比較輻士力ハ小サク，

比率モ大デアル，換言スVバ全比較輻高力ハ小

サク而モ實性比歯噛韓力ノ手性比較輻湊iカヨリ

小ナルモノが大多撒デアルト言ヒ得ル．ゴノ事

實ハ内直筋ノ機能減退ヲ意味シ，眼精疲引回現

ト密接ナ關係ガアルモノト思考サレル．

 次二作業後ノ眼機能ヲ作業前ノ眼機能ト比較

シテ，近業ノ眼機能二六ボス影響ヲ考按スル

昌 ，

 7）遠距離硯即下2528％二於テ減退シ，之

昌伴ツテ眠屈折力モ作業後23．60％二於テ増張

スル．カ・ル事實ヲCramer氏が紡績女工二於

テ，藪年歯事績セル近業ノ後；，O．75－9．01）ノ

近覗眼69名ヲ楡韻シ，中21％ガ近覗性蘭L視ヲ聖

明シタト報告シテヲリ，初見氏モ電話：交換手ノ

玉壷的近業後二蓮鮎ハ24・8％勲臣テ近ヅキ，爲

性近親トナリ，8．5％ハ1爲性近軸性爵L幌ノ状態ト

ナツタ1・述べテヰル．斯クノ如ク近業ハ遠距離

硯力ヲ減退セシメルモノデ，ソノ原因ハ近業距

離i二野ケル毛様筋ノ緊張が作業後モ完全二緩解

セズ，所謂償性近覗ヲ誘獲シタタメダラウト思

ハレワレ．

 近距離脳力ハ24．16P6二於テ0・1乃至0・2ノ減退

ヲ來ス．之ハ老醍眼ノ場合訳書距離ユ於ケル調

節力不足ノタメ；，細字が判然シナイヤウニ，

近業ニョリ毛様筋ノ無勢ヲ來シ，ソノタメ調節

力が減退スルコトニ因ルモノト考ヘラレル．而

シテ近遠爾覗力ノ關係ハ第16表ノ如クデ，遽距

計 i

第16表作業後日於ケル遠近

   覗力ノ憂単味漂

蓮覗素意1丸面転化ナシ

遠硯力不二i，近覗力 三

遠覗力門門，近三二 増

遠覗力・減群群力 減
1
連無力 増，近覗力 滅

速硯力 減，近視力不乱

遠視力 滅，近臣力 最

遠親力 増，近祠力 減

計

度釧 ％
9、1一一5、．、2

31iユ7．42
2 1 1．12

11   6．18

5   2．81

36  20．23

1   0．56
  
1   0．56

 ［
178 1100．00

  ，

T． 86 ］
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離視力減退者ト近距離馬力減退者トー致シナイ

ヤウデアル．

 8）近黙昌關シ，島津氏ハ「ミシン」作業後，

近黙ノ不攣ナモノ7．0％，遠隔スルモノ93．0％，近

接スルモノナシト報告シテヰルガ，余ノ成績デ

ハ作業ノ性質上重近業ト見倣サレル＝モ拘ハラ

ズ，遠隔スルモノ64．0斗％，近接スルモノ28・09％

ヲ認メ，島津氏ノ如ク遠隔スルモノ遜譲多藪デ

ハナイガ，一辺ノ差脚統計謹上有意デアルカ

ラ，職業的近業旧婚鮎ヲ遠隔セシメルコトが多

イト言ヒ得ル．

 調節衰弱ノ稜現ハ，イ乍業前ノ37．08％＝上ヒシ，

作業後4157％三増加ス，而シテ作業前壷ユ調

節衰弱ヲ認メタモノハ，作業後モ依然認メラ

レ，叉ソノ程度モ増スモノニシテ，4．49％ノ増

加ハ総テ作業前調節嚢弱ヲ認メナカツタモノ

ガ，作業後調節衰弱ヲ猛爆シタコト；因ルモノ

デ，而モカ・ル外張調節衰蜴ノ原因トナルヤウ

ナ全身疾患及ソノ他ノ原因ヲ認メルコトガ出來

ナカツタ事ヨリ，近業が調節機ヲ疲猫セシ凝議

結果ト考ヘラVル．

 9）無位＝關シテ，初見氏ハ電話交換手ノ8

時問勤務，叉t吉川氏ハ連綾斜位槍査ノ前後＝眼

位ヲ比較シタ結果，著攣ヲ認メナカツタト述べ

テヰルガ，余ノ成績ヂモ5m，30Cmノ酒乱ハ約

ソノ牛数二於テ攣化ヲ見ズ，墾化スルモノトノ

差モ統計學上有意ヂハナイガ，憂化スIVモノノ

大多数ハ外斜度ヲ壌ス傾向ヲ示シ，熟子氏が游

泳練習前後ノ限位二就テ蓮ベテヰルが如ク，一

時的二眼筋平衡障碍ヲ誘獲叉ハ増強スルモノノ

ヤウデアル．而シテ外斜度ヲ増スモノが最：モ多

イゴトハ近業；ヨリ内直筋ノ機能が疲螢減退ス

ルタメデアラウ．

 10）比較輻較力二關シ，初見氏ハ165人ノ電

話交換手＝就テ測定シ，作業後楽庇手調節力及

全比較輻模力ハ減少シ，二曲線ニヨツテ園マレ

タ輩一一眼視二i酎スル範圏ハ狭小トナル．然レド

モ減少スル度ハ極メテ僅カデ，讃書距離二於ケ

ル關係軽軽力ノ減少ハ，多クハ05米突角以下

デ，ソレ以上＝達スルハ稀デアル．叉個人ニヨ

ツテハ離業後昌，コノ曲線が左方曳ハ右方二移

動シ，或ハ曲線がD⑪nders氏出費封シテ，上方

が右方昌傾斜スルアリ，或ハ左方二耳蝉シテ輕

度ノ馬韓不全ノ如キ圓型ヲ來スモノアリ，富戸

個々ノ墾化ハソノ人ノ個々機能資源鮎ニヨリ，

豊本後眼筋挙粛ヲ失シ，或ハ輻湊ト調節トノ均

衡二障碍ヲ起スニヨルモノト信ゼラルト述べ，

矢追氏モ「ビーズ」球ヲ糸昌通ス作業後二於テ

ハ，調節度ノ如何二戸ハラズ比較五車奏力ハ総テ

減少シテヰルコトヲ認メテヰル。余ノ成績モ半

々嬉嬉ノ結論トー致シ，面積測定法ユヨル作業

前後ノ軍一明親藩國内面積ノ比較結果ハ，狭小

スルモノ74。7196，増加スルモノ24．14％昌シテ，

大多籔：ハ狭クナル，而シテ函積ノ狭小スル理由

ヲ虚性部ト實性部ノ關係ヨリ吟味スルニ，次ノ

三ツノ場合ノ何レカニ鵬スル．EPチ母性部1實

学部共二作寸前二男シ狭クナル場合，虚蝉部が

廣クナルノニ反シ，實性部が狭クナル場合，幽及

ビ虚性部が狭クナルノ昌反シ，實性部が廣クナ

ル場合デア兀．今ソノ百分卒ヲ第13表iヨリ求メ

ノレニ， 夫・々50・77±53396， 32・31±5・（）1％星 16・9

2±4．65％ヂ，比較輻軽iカが総膿的昌画譜シタ：場

合が約ソノ牛敷ヲ示シ，次ハ實性比較輻葭力が

減退スルコトゴ因ル毛ノデアリ，母性比較輻録

画が増加シ乍ラ，虚性比較方陣力が避退スルコ

 トニ因ルモノハ最モ少イ．而シテ實性比較輻躍

層が作業前二比シテ増ストイフコトハ，近業ニ

ヨリ内直筋が鼓舞サレタ結果ノ機能充進，叉ハ

輻稜痙攣ヲ意味スルモノヂアルガ，實際ハ第13

表二見ラレル如ク，作業前後ノ實性部ノ差ハ大

多敏0．0斗一〇．88¢m2ニシテ，而モソノ面積ハ健

常者ノ13，8cm2ヨリハ遙カニ少ク，10．Ocm2以
                        

下ノモノデ，作業前既三充分ナ内直筋ノ機能ヲ

有シテヰタモノトハ認メ難ク，寧ロ作業昌ヨリ

天シタ悪化ヲ來タサナカツタト見ルノが青立ノ

ヤウデァル，斯クノ如ク吟味スルコトハ，軍一

眼硯卒園ノ狭小スルノハ，主トシテ比較輻馬力

が総艦的S減退スルカ，幅転i不全ノクメ＝因ル

モノト考ヘラレル．叉輩一眼平筆團が作業前二

比シ，却テ増加スルモノ24．14％存在スルコト

g． 87 1
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ハ，一 ｩ近業が比較輻榛力ヲ鼓舞シタカノ如ク

見エルガ，全比較輻鱗力面積ノ廣クナル場合ヲ

學ゲル呂，

 第一ハ實性部が独クナル＝モ拘ハラズ，虚性

部が著シク増加シタタメ＝ヨル場合，第ニハソ

ノ反封ノ場合第三ハ爾部トモま曾加シタ場合ヂ

アル．而シテ第一一ノ場合ハ虚性部封實性〒祁ノ比

牽が却テ作：業後悪クナルコトヲ示シ，EISチ邑直

筋ノ機能減退ヲ意味シ，第ニノ場合ハ内直筋ノ

機能充進，：叉ハ緊張ヲ意味スルモノデアリ，第

三ノ場合ノミが鼓難的二働イタコト＝ナルノデ

アル．而シテ實際ハ第13表ノ通り，大多数ハ第

一ノ場合二驕スルモノデアツテ，第ニニ凝スル

ーモノハ6例ユ過ギズ．而モソノ廣サカラ見ル

モ，内直筋ノ機能充雄，叉ハ緊張ト認メラレル

モノヂハナク，第『ノ場合二不ツテハ伸力斗例

ニシテ，被椴者全員ヨリ見ptトキハ，誤差ノ範

園内二在ルモノデァJL ．

第6牽結  論
      x

 『）鋼球槍査女工員89名二就テ，覗力，屈折

歌態，近鮎，眼位，比較福戟力ヲ楡査シタ．槍

査法トシテ，視力，屈折状態，近四1，眼位ハ從

來ノ方法二面ツタガ，比較i二二力ハ面積計＝ヨ

ル面積測定法ヲ鷹用シタ．ソノ結果健常者ト比

較シテ，諸種眼機能中比較輻軽力二於テ，著シ

イ差異ヲ認メタ．EPチ余ノi二二二二於ケル威績

ハ，語性部5．3Cm2，實二部13．8cm2，全面積19・1

cm2C虚性部封實性部比率I12・6デアルノ＝反シ，

工員＝於ケル成績ハ，虚性e3 6．Oo l cmLi（平均1叢），

實面部7．03日目2（平均値），全面積13．84cm2（二二

値），活性・部謝實性部比率ハ1：L40（二二値）＝シ

テ，健常者昌比シ虚姓部大デ，實性部小ナルコ

トヲ示シ，内直筋が疲勢欺態＝：在ルコトヲ認メ

タ。

 El）更二作業前ト作業後ノ眼機能ヲ比較シテ，

逝：業が眼機能二影響スルヲ認メタ．即チ

 L近業ハ遠近硯力ヲ減退セシメル．

 2．近業ハ調節機ヲ疲劣セシメル．

 3．近業ハ外斜位ヲ心乱セシメ，外斜位ハソ

   ノ度ヲ増蝿セシメラレル．

 4．近業ハ比較二二力ヲ減退セシメルガ，特

   ＝實性比二二綾力＝於テ’著明デアル．

文

萩原醐，輪西 日眼全書，VZ／2・1，昭和19・二詳 記シテアルカラ省略ス，

［ 8B ］


